
司 各会計予算執行状況 （単位：万円・％）

執行執行率率支出済支出済額額収入収入率率収入済収入済額額予算現予算現額額区区　分分

91.8197億    65891.0195億3,265214億5,864一 般 会 計

90.561億5,89795.164億6,92768億    335国 民 健 康 保 険 事 業特
　
別
　
会
　
計

97.88億6,87198.98億7,8898億8,843後 期 高 齢 者 医 療

89.023億9,64496.726億    20826億9,223介 護 保 険 事 業

67.22億8,73393.43億9,9204億2,734羽村駅西口土地区画整理事業

90.511億    71491.711億2,17512億2,390下 水 道 事 業

※資金収支が歳出超過となる会計については、各会計間および基金の繰替運用（一時的な貸借）を行っています。

（単位：万円・％）

執行執行率率支出支出額額支出予算現支出予算現額額収入収入率率収入収入額額収入予算現収入予算現額額区区　分分

98.49億    4309億1,85899.39億3,0669億3,748収益的収支
水道事業会計

99.54億9,3404億9,5920.000資本的収支

  ※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定留保資金などで補てんします。

◆ 市税の内訳　　　

収入収入率率収入済収入済額額予算現予算現額額税税　目目

94.838億    69740億1,477市 民 税

99.447億1,40747億4,379固定資産税

99.48億    6498億1,133都市計画税

93.34億7,9485億1,382市たばこ税

104.56,4676,191軽自動車税

97.398億7,168101億4,562計

（単位：万円・％）

 歳
　
入
 

　
３
月
末
ま
で
の
収
入
済
額
は
、
１
９
５
億
３
２
６
５
万
円

で
、
予
算
に
対
す
る
収
入
率
は
　
・
０
％
で
す
。
主
な
も
の
は

91

全
体
の
　
・
５
％
を
占
め
る
市
税
で
、
次
に
国
や
都
か
ら
の
補

50

助
金
と
な
り
ま
す
。

　
未
収
入
額
は
、
主
に
市
債
や
都
支
出
金
な
ど
で
、
出
納
整

理
期
間
（
平
成
　
年
４
～
５
月
）
中
に
収
入
し
、
決
算
で
は

26

お
お
む
ね
１
０
０
％
の
収
入
と
な
る
見
込
み
で
す
。

 歳
　
出
 

　
３
月
末
ま
で
の
支
出
済
額
は
、
１
９
７
億
６
５
８
万
円
で
、

予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
　
・
８
％
で
す
。

91

　
未
支
出
額
は
、
歳
入
同
様
に
出
納
整
理
期
間
中
に
支
出
し
、

決
算
で
は
お
お
む
ね
予
算
額
ど
お
り
執
行
す
る
見
込
み
で
す
。

一
般
会
計

◆ 一般会計予算科目別執行状況
（単位：万円・％）

構成構成比比収入収入率率収入済収入済額額予算現予算現額額歳　入

50.597.398億7,168101億4,562市 税

13.587.326億3,53730億1,796都 支 出 金

12.988.325億2,67828億6,173国庫支出金

6.699.712億8,24012億8,596繰 入 金

2.090.03億8,1194億2,353
使用料及び
手 数 料

0.00.009億2,500市 債

14.5101.328億3,52327億9,884そ の 他

100.091.0195億3,265214億5,864計

（単位：万円・％）

構成構成比比執行執行率率支出済支出済額額予算現予算現額額歳　出

45.093.288億7,10795億1,375民 生 費

13.884.227億1,88032億3,056総 務 費

10.691.020億7,87122億8,490教 育 費

10.392.520億3,37121億9,928衛 生 費

8.292.116億1,62617億5,444土 木 費

5.5100.010億9,14510億9,146公 債 費

6.693.712億9,65813億8,425そ の 他

100.091.8197億    658214億5,864計

平成25年度

財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状財政状況況況況況況況況況況況況況況況
　市では、年2回、市民の皆さんに財政状況を公表して

います。

　今回は、平成26年3月末までの歳入・歳出の状況や基

金・市債の現在高などをお知らせします。

広報はむら26.5.15茎

問合せ　財政課財政担当階319

広報はむら26.5.15荊

　
平
成
　
年
度
下
半
期
の
一
般
会
計
補
正
予

25

算
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 ４
号
補
正
（
　
月
議
会
） 
　
　
　
　
　
　
　

12

補
正
額
 ４
８
８
８
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
後
予
算
額
 ２
１
５
億
８
０
６
６
万
円

 歳
　
入
 

　
都
支
出
金
で
は
、
民
間
保
育
園
の
老
朽
化
に

伴
う
施
設
整
備
を
支
援
し
待
機
児
童
の
解
消
や

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
私
立
保
育
園
の

施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
を
見
込
む
と

と
も
に
、
保
育
士
な
ど
の
処
遇
改
善
事
業
に
対

す
る
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
の
消
防
団
活
動
に
お
け

る
団
員
の
安
全
確
保
と
、
災
害
対
応
初
動
時
の

救
助
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
多
摩
移
管
１

２
０
周
年
市
町
村
消
防
団
訓
練
強
化
費
補
助
金

を
歳
出
と
同
額
で
措
置
し
ま
し
た
。

 歳
　
出
 

　
民
間
保
育
園
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、

都
補
助
金
を
財
源
と
し
て
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」

と
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
保
育
園
」
の
２
園
の
園
舎
建

替
え
に
補
助
金
を
措
置
す
る
と
と
も
に
、
本
事

業
が
２
か
年
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
債
務
負
担

行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民
の
生
活

支
援
に
資
す
る
た
め
、
第
６
弾
「
羽
村
に
ぎ
わ
い

商
品
券
」
の
事
務
費
補
助
金
を
措
置
す
る
と
と
も

に
、
商
品
券
の
利
用
期
間
が
翌
年
度
に
か
か
る

こ
と
か
ら
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
過
年
度
分
市
税
還
付
金
な
ど
の

経
費
を
措
置
す
る
と
と
も
に
、
西
多
摩
衛
生
組

合
負
担
金
を
減
額
し
、
ほ
か
の
事
業
の
減
額
分

と
合
わ
せ
、
こ
の
一
部
を
将
来
の
財
源
確
保
の

た
め
、
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

＊
「
債
務
負
担
行
為
」
と
は
、
将
来
に
わ
た
る
支

払
い
義
務
に
対
応
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

後
年
度
の
債
務
を
約
束
す
る
こ
と
で
す
。

 ５
号
補
正
（
　
月
） 
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12

補
正
額
 ２
９
９
０
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　

補
正
後
予
算
額
 ２
１
６
億
１
０
５
６
万
円

　
東
京
都
知
事
の
辞
職
に
伴
い
、
同
選
挙
の
経

費
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
の
必
要
が
生
じ
ま
し

た
が
、
特
に
緊
急
を
要
し
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
ま
し
た
。

 歳
　
入
 

　
東
京
都
知
事
選
挙
事
務
に
係
る
都
支
出
金
２

９
９
０
万
円
を
措
置
し
ま
し
た
。

 歳
　
出
 

　
入
場
整
理
券
等
印
刷
費
、
郵
便
料
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
設
置
等
委
託
料
な
ど
、
同
選
挙
に
要
す

る
経
費
を
歳
入
と
同
額
で
措
置
し
ま
し
た
。

 ６
号
補
正
（
３
月
議
会
） 
　
　
　
　
　
　
　

補
正
額
 ▲
１
億
６
３
４
６
万
円
　
　
　
　
　

補
正
後
予
算
額
 ２
１
４
億
４
７
１
０
万
円

 歳
　
入
 

　
市
税
は
、
市
民
税
個
人
分
に
お
け
る
普
通
徴

収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の
切
換
え
の
推
進
や
、
市

民
税
法
人
分
に
お
け
る
一
部
企
業
の
業
績
向
上

な
ど
に
よ
り
３
５
０
０
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

負
担
金
」
を
増
額
す
る
一
方
で
、「
児
童
手
当
」

「
生
活
保
護
費
負
担
金
」
な
ど
、
事
業
費
の
確
定

な
ど
に
伴
う
減
額
措
置
を
行
い
、
３
６
７
４
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
都
支
出
金
は
、「
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例

交
付
金
」「
定
期
利
用
保
育
事
業
費
補
助
金
」
な

ど
を
増
額
す
る
一
方
で
、
個
々
の
事
業
費
の
確

定
に
伴
う
増
減
措
置
を
行
い
、
２
５
４
万
円
を

減
額
し
ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
よ
り
一

定
の
財
源
を
確
保
で
き
た
た
め
、
基
金
繰
入
金

の
一
部
繰
り
戻
し
を
行
い
、
翌
年
度
以
降
の
財

政
運
営
に
備
え
る
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
方
譲
与
税
な
ど
の
税
連
動
交

付
金
や
、
地
方
交
付
税
、
財
産
収
入
、
諸
収
入
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
増
減
措
置
を
行
い
ま

し
た
。

 歳
　
出
 

　
人
件
費
の
う
ち
職
員
人
件
費
は
、
給
与
改
定

に
よ
る
減
額
な
ど
に
よ
り
総
額
で
７
５
６
万
円

を
減
額
し
ま
し
た
。

　
扶
助
費
は
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
」「
私
立

保
育
園
運
営
費
」
な
ど
を
増
額
す
る
一
方
、「
児

童
扶
養
手
当
」
「
生
活
保
護
費
」
な
ど
を
減
額
し

ま
し
た
。

　
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
事
業
費
確
定

な
ど
に
よ
り
増
減
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
積
立
金
は
、「
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
事
業
基
金
」
と
「
羽
村
駅
西
口
都
市
開
発

整
備
基
金
」
へ
積
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
状
況

 市債の状況 
　市債は、公共施設の整備などに要する財源を
補う目的と、将来その施設などを利用する方に
も建設経費を負担していただく（後世代負担）
という2つの目的を持っています。 （平成26年3月末現在）煙基金残高

50億2,446万円一 般 会 計

24億9,497万円財 政 調 整 基 金内
　
訳

215万円減 債 基 金

25億2,734万円特 定 目 的 基 金

1億5,285万円特 別 会 計

51億7,731万円計

 基金の状況 
　基金は、将来計画している事業の財源として、
また、年度間の財源を調整することなどを目的
として積み立てている資金です。

（平成26年3月末現在）煙市債残高

94億6,517万円一 般 会 計

　17億9,913万円
羽 村 駅 西 口 土 地
区画整理事業会計

59億    194万円下 水 道 事 業 会 計

39億7,713万円水 道 事 業 会 計

211億4,337万円計

 一時借入金の状況 

　3月末現在、借入れはありません。

58万9,335㎡土地

15万6,111㎡建物

基
金
・
市
債
な
ど

 市有財産の状況 

（3月末現在）

※
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



広報はむら26.5.15蛍

　
市
で
は
、
良
質
な
地
下
水
を
水
源
と
し
た

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
、
毎
日
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
適
正
な
水
質
管
理
と
施
設
整
備
、
放
射
性

物
質
の
定
期
的
な
測
定
や
水
道
管
の
耐
震
化

の
促
進
な
ど
、
よ
り
安
全
な
水
道
水
の
供
給

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
水
道
週
間
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
水
道

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
施
設
の
一
部
を
開
放
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

恭
浄
水
場

　
国
内
最
大
級
の
膜
ろ
過
施
設
で
す
。
施
設

内
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
１
日
蚊
お
よ
び
７
日
臥
午
前

９
時
～
午
後
４
時

会
　
場
　
浄
水
場
（
水
上
公
園
隣
）

恭
配
水
塔

　
配
水
塔
の
屋
上
か
ら
は
、
市
内
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内
で
耐

震
性
に
優
れ
た
水
道
管
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
１
日
蚊
～
７
日
臥
午
前
９
時

～
午
後
４
時

会
　
場
　
水
道
事
務
所

恭
共
　
通

入
場
料
　
無
料
　

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
水
道
事
務
所
緯
５
５
４－

２
２

６
９

水
道
施
設
を
見
に
行
こ
う
！

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

期
　
日
　
５
月
　

日
掌
　
　
　
　
　
　

25

会
　
場
　
市
内
全
域

恭
市
内
い
っ
せ
い
美
化
運
動

　
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
や
そ
の
周

辺
の
ご
み
を
回
収
し
、
市
内
を
き
れ
い
に
し

ま
す
。
当
日
は
、
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視

ウ
ィ
ー
ク
の
活
動
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
方
法
　「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
に
分
別
し
、
午
前
９
時
ま
で

に
町
内
会
・
自
治
会
で
あ
ら
か
じ
め
指
定

し
た
場
所
へ
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
い
っ
せ
い
美
化
運
動
に
使
用
す
る
ご

み
袋
は
、
町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
の
ご
み
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
階
　205

恭
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ベ
コ
ニ

ア
を
合
計
　
万
６
０
０
０
鉢
用
意
し
ま
し
た
。

10

　
市
内
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
植
え
た
花
は
、

７
月
ご
ろ
に
行
う
平
成
　
年
度
夏
季
花
い
っ

26

ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
平
成
　
年
　
月
　

25

11

10

日
に
行
っ
た
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
植
え

た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
パ
ン
ジ
ー
を
審
査
し
た

も
の
で
す
。

 町
内
会
・
自
治
会
・
事
業
所
…
花
壇
の
部
 

燕
最
優
秀
賞
　
栄
町
第
一
　

燕
優
秀
賞
　
Ｕ
Ｒ
羽
村
団
地
、
川
崎
西

 町
内
会
・
自
治
会
・
事
業
所
…
街
路
の
部
 

燕
最
優
秀
賞
　
間
坂
第
一

燕
優
秀
賞
　
小
作
台
西
、
双
葉
町
松
原

 学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
 

燕
最
優
秀
賞
　
さ
か
え
幼
稚
園

燕
優
秀
賞
　
羽
村
第
二
中
学
校
、
栄
小
学
校

※
優
良
賞
な
ど
詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト

お
よ
び
観
光
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
産
業
課
農
政
係
階
　
／
羽
村
市
観

663

光
協
会
緯
５
５
５－

９
６
６
７

春
の
市
内
い
っ
せ
い
美
化
運
動
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動

▲浄水場

▲耐震性に優れた
　水道管

 平
成

年
度
春
季
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

平
成
　
年
度
春
季
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ルル

2626

審
査
結

 審
査
結
果果
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イベント情報

▲羽村をごみのない、花
　でいっぱいのまちに！

見学者に見学者に
はは

ペットボ
トル

ペットボ
トル水水「

水はむら
」

「水はむ
ら」をを

プレゼン
ト

プレゼン
ト！！

広報はむら26.5.15計

 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 

日
　
時
　
５
月
　
日
臥
午
前
９
時
　
分
～
正

31

30

午
（
受
付
午
前
８
時
　
分
～
９
時
、
雨
天

30

中
止
）　

会
　
場
　
宮
の
下
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

参
加
費
　
２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

※
運
動
に
適
し
た
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

主
　
催
　
羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
　
日
牙
～
　
日
画

15

23

に
、「
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
名
）・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
」
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
　

　
緯
５
５
５－

０
０
３
３
胃
５
５
４－

９

９
７
４

　
死s

7
0
5
0
0
5
@
c
i
t
y
.
h
a
m
u
r
a
.
t
o
k
y
o
.
j
p

第
　
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
大
会

46

　
通
常
の
交
通
安
全
教
室
で
行
わ
れ
る
講
話

の
ほ
か
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
事
故

の
再
現
な
ど
、
現
実
に
即
し
た
「
参
加
・
体

験
型
」
の
交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
　
日
画
午
後
１
時
　
分
～

30

40

　（
お
お
む
ね
１
時
間
　
分
）

30

会
　
場
　
羽
村
第
一
中
学
校

 内
　
容
 

興
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
事
故
再
現

焔
時
速
　
娃
で
の
衝
突
事
故

40

焔
自
転
車
違
反
行
為
に
よ
る
事
故
（
携
帯
電

話
使
用
運
転
・
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
装
着
運
転
・

並
進
・
傘
差
し
運
転
・
二
人
乗
り
）

焔
自
転
車
一
時
不
停
止
に
よ
る
オ
ー
ト
バ
イ

と
の
衝
突

焔
ト
ラ
ッ
ク
左
折
時
の
内
輪
差
に
よ
る
自
転

車
巻
き
込
み
事
故
　
ほ
か

興
福
生
警
察
署
員
に
よ
る
講
話

※
雨
天
な
ど
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
い

と
判
断
し
た
場
合
は
、
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

※
授
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
が
、
高
齢

の
方
や
保
護
者
な
ど
一
般
の
方
も
見
学
で

き
ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
防
災
安
全
課

　
交
通
・
防
犯
係
階
　216

中
学
校
交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
す

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
力
で
暮
ら
し
た
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
転
倒
予
防
と
体
力
づ
く
り

の
た
め
の
話
や
自
宅
で
で
き
る
体
操
を
紹
介

し
ま
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
方
で
も
で
き
る
内
容

で
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
６
月
６
日
画
・
　
日
画
・
　
日
画
・

13

20

　
日
画
（
全
４
回
コ
ー
ス
）
午
後
１
時
　

27

30

分
～
３
時
　
分
30

会
　
場
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
３
ホ
ー
ル

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
市
民
の
方

65

定
　
員
　
　
人
（
先
着
順
）

30

服
装
・
持
ち
物
　
運
動
で
き
る
服
装
・
汗
拭

き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ
　
事
前
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
高
齢
福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係
階
　
へ
197

転
倒
予
防
・
体
力
向
上
教
室

　
認
知
症
ま
た
は
そ
の
心
配
が
あ
る
高
齢
の

方
を
介
護
し
て
い
る
方
同
士
で
、
情
報
交
換

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
気
づ
い

た
時
の
対
応
や
、
介
護
認
定
を
受
け
る
き
っ

か
け
に
つ
い
て
な
ど
、
実
際
に
介
護
を
し
て

い
る
経
験
者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
　
時
　
６
月
　
日
峨
午
後
１
時
　
分
～
３
時

10

30

会
　
場
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
第

一
研
修
室

対
　
象
　
認
知
症
ま
た
は
そ
の
心
配
が
あ
る

高
齢
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方

定
　
員
　
お
お
む
ね
　
人
（
先
着
順
）

10

申
込
み
・
問
合
せ
　
事
前
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
高
齢
福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係
階
　
へ
197

家
族
介
護
交
流
会

葛
ス
タ
ン
ト
マ
ン
の

　
交
通
事
故
再
現

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

介
護
の
あ
れ
こ
れ
 情
報
交
換
の
場

一
般
の
方
も
見
学
で
き
ま
す
！
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